
弁当の日新聞
弁当の歴史

　外出先や屋外での食事は５世紀頃から行われていたようです。狩りや戦争、農作業などのときに途中
で食事がとれるよう、家から干飯やおにぎりを持って行っていたという記録が残っています。干飯は、
米を蒸して乾燥させた保存食で、湯や水にひたして戻してから、あるいはそのまま食べていました。
　「弁当」という言葉の始まりについてよく言われるのは、１６世紀に活やくした戦国大名、「織田信
長」の話です。信長は自分の城で大勢の人に食事をあたえました。そのとき、１人ひとりに配る簡単な
食事という意味で「弁当」と名付けたと言います。
　江戸時代では、町で野山へ遊びに出かけたり芝居に行ったりするときなどに弁当を持って行くのは欠
かさず、その中で様々な工夫をこらした幕の内弁当が発達しました。「幕の内」とは、芝居の幕が下り
ている幕間に食べることから呼ばれたのが始めとされます。
　明治時代になり、鉄道が通るようになると駅で売る弁当「駅弁」が登場しました。

引用：KidsWebJapan 「弁当の歴史」https://web-japan.org/kidsweb/ja/virtual/bento/bento02.html

Bentou day
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弁当の日新聞２月16日（金）

２年生のお弁当紹介
２年生のお弁当は、彩りがよく（配
布したプリントではわかりにくいで
すが）、沢山の食材が使われていて
とても素晴らしいです！デザートを

つけている人も多くいました。

※今回掲載されていない人は後日載ります！


